
科目名 国語Ⅱ（現代文・古文）　（Japanese Ⅱ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

通年 60 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　赤迫照子

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

(1)読む力：文法事項を理解し、作品を読解できる。常用漢字が読める。様々な視点から古典文学に親
しむことができる。文学史の基礎知識を習得することができる。読書を楽しむことができる。
(2)書く力：授業の内容をノートにまとめることができる。論理的な文章が書ける。常用漢字の書き取りが
できる。読書感想文が書ける。
(3)話す力：適切に音読できる。根拠を明示しながら自分の意見を述べることができる。
(4)聞く力：授業のポイントを的確に聞き取り、情報を整理できる。

第2学年
物質工学科

経営情報学科
履修 2 単位 － 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

文法事項を理解し、作品を
鑑賞できる。常用漢字の読
み取り問題が８０％以上でき
る。多様な視点で古典文学
を鑑賞できる。文学史の流
れを把握できる。読書の楽
しみ方が習得できる。

文法事項を理解し、作品を
読解できる。常用漢字の読
み取り問題が７０％できる。
様々な視点から古典文学に
親しむことができる。文学史
の基礎知識を習得できる。
読書を楽しむことができる。

文法事項の理解は不十分
であるが、作品を読解でき
る。常用漢字の読み取り問
題が６０％できる。古典文学
に親しむことができる。文学
史の基礎知識を習得でき
る。読書に取り組める。

文法事項が理解できず、作品を
読解できない。常用漢字の読み
取り問題が６０％以下しかでき
ない。古典文学に親しむことが
できない。文学史の基礎知識を
習得できない。読書に取り組め
ない。

到達目標
②

授業の内容をノートにまと
め、適宜見直すことができ
る。段落同士の関係を意識
した、論理的な文章が書け
る。常用漢字の書き取り問
題が８０％以上できる。

授業の内容をノートにま
とめることができる。論理
的な文章が書ける。常用
漢字の書き取り問題が７
０％できる。

授業の内容をノートにメモを
することができる。論理的な
文章を書くために必要なこと
が説明できる。常用漢字の
書き取り問題が６０％でき
る。

授業の内容をノートにメモす
ることができず、板書も写せ
ない。論理的な文章を書くた
めに必要なことを理解できて
いない。常用漢字の書き取
り問題が６０％以下である。

到達目標
③

文のリズムを意識しなが
ら適切に音読できる。根
拠を明示し、説明手順を
意識しながら自分の意
見を述べることができ
る。

適切に音読できる。根拠
を明示しながら自分の意
見を述べることができ
る。

音読ができる。自分の意
見を述べることができ
る。

音読ができない。自分の
意見を述べることができ
ない。

到達目標
④

授業のポイントを的確に
聞き取って情報を整理
し、ノートのまとめ作業に
繋げることができる。

授業のポイントを的確に
聞き取り、情報を整理で
きる。

授業のポイントを的確に
聞き取ることができる。

授業のポイントを聞き取
ることができない。

学習・教育教育目標 （Ｇ）① JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 35 35 10 20 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○ ○

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【論理的思考力】

○ ○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○



補助教材等 「ステップアップ高校漢字問題集」（東京書籍）、「カラー版新国語便覧」（第一学習社）、国語辞書

学　習　上　の　留　意　点

・漢字テストは「小テスト」の一つとして評価する。
・読書一行感想カードと読書感想文は「レポート」として評価する。
・提出物については、厳しく対応する。締切を厳守すること
・古文の授業では、図書館にある教科図書を活用する。各自で閲覧し、学習しておくこと。
・授業中、プリントを配付する。ファイルを準備し、整理しておくこと。
・国語Ⅱ（３単位）の最終成績は、国語Ⅱ（現代文・古文）と国語Ⅱ（漢文）を２：１として評価する。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

国語Ⅰに引き続き、学力の要となる国語の力をしっかり鍛えます。人は、自分を取り巻く世界を「ことば」で理解します。「こと
ば」を学ぶということは、他者と関わる方法を知ることです。そして、他者と関わるということは、自分が生きる世界を広げてい
くことです。何事も最初から決めつけたりせずに、「ことば」で考えながら様々な角度で物事を見てみましょう。あなたの世界
は必ず、広がっていきます。

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 国語Ⅰ

教科書 「精選現代文Ｂ」「精選古典Ｂ」（三省堂）
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随想　茂木健一郎「最初のペンギ
ン」

・接続語や指示語等に注目しながら文脈を把握
することができる。
・表現に即して文脈を正確に読み取り、筆者の
経験について理解できる。
・筆者のものの見方や考え方が理解できる。
・表現上の工夫や面白さを具体的に指摘するこ
とができる。

予習：ことばの意味調べ
をしておく。漢字学習を
する。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

「小野篁、広才のこと」（『宇治拾
遺物語』）

・説話文学の基礎知識を習得する。
・取り上げた場面を読解し、味わうことができ
る。
・基礎的な古文文法や古語が理解できる。

予習：ノートを作ってお
く。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
・シラバスを読み、授業の概要、学習到達目
標、成績評価方法等を理解する。

予習と復習：シラバスを
熟読する。

評論（一）　岩井克人「未来世代へ
の責任」

・接続語や指示語等に注目しながら文脈を把握するこ
とができる。
・段落同士の関係に注意しながら、論理の展開や要旨
を的確にとらえることができる。
・抽象的な事象について、具体例を補いながら読解す
ることができる。
・筆者のものの見方や考え方が理解できる。

予習：ことばの意味調べ
をしておく。漢字学習を
する。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

『更級日記』

・日記文学の基礎知識を習得する。
・取り上げた場面を読解し、味わうことができ
る。
・基礎的な古文文法や古語が理解できる。

復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

変体仮名を読む
・仮名文字の成り立ちと平安文学の発達につい
て理解できる。
・変体仮名の読み方を習得できる。

復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

前期中間試験

試験返却・解答解説
・解説を聞いて間違えた箇所を訂正する。
・何をどのように間違えたのかを振り返った上
で、正答を理解する。

前期末試験

試験返却・解答解説
読書感想文の書き方

・解説を聞いて間違えた箇所を訂正する。
・何をどのように間違えたのかを振り返った上で、正
答を理解する。
・読書感想文の書き方を学習する。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

小説（二）村上春樹「レキシントン
の幽霊」

・場面の展開を理解し、作品の構成を把握して
いる。
・登場人物の心情を把握し、描写を味わうこと
ができる。
・表現上の工夫をとらえることができる。
・小説を自分なりに鑑賞することができる。

予習：ことばの意味調べ
をしておく。漢字学習を
する。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

和歌
・和歌の基礎知識を習得する。
・勅撰集の和歌を読み、鑑賞できる。
・基礎的な古文文法や古語を理解できる。

復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

後期中間試験

試験返却・解答解説
・解説を聞いて間違えた箇所を訂正する。
・何をどのように間違えたのかを振り返った上
で、正答を理解する。

詩歌　宮沢賢治「永訣の朝」
・詩の音読を味わうことができる。
・表現上の工夫をとらえることができる。
・詩を自分なりに鑑賞することができる。

予習：音読する。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

近現代の文学史
・近現代の主要な文学作品の概要と文学史の流
れを理解することができる。

予習と復習：学習プリン
トのチェック事項を理解
する。

学年末試験

試験返却・解答解説
まとめ
授業改善アンケートの実施

・解説を聞いて間違えた箇所を訂正する。
・何をどのように間違えたのかを振り返った上で、正
答を理解する。
・一年間のまとめができる。

総　授　業　時　間　数 60 時間

評論（二）若林幹夫「メディアと歴
史」

・接続語や指示語等に注目しながら文脈を把握
することができる。
・段落同士の関係に注意しながら、論理の展開
や要旨を的確にとらえることができる。
・抽象的な事象について、具体例を補いながら
読解することができる。
・筆者のものの見方や考え方が理解できる。

予習：ことばの意味調べ
をしておく。漢字学習を
する。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

『源氏物語』

・『源氏物語』の基礎知識を習得する。
・取り上げた場面を読解し、味わうことができ
る。
・基礎的な古文文法や古語が理解できる。

復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。



科目名 国語Ⅱ（漢文）（JapaneseⅡ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

後期 30 時間

担　当　教　員 【常勤】　教授　畑村　　学

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

①漢文の基本的な文法（訓読の方法、書き下し文等）が理解できる（レポート、定期試験）
②漢文の内容やレポート課題を簡単な図解にすることができる（レポート、定期試験）
③図解を用いながら、５分程度のプレゼンテーションを行うことができる（プレゼンテーション）

第2学年
物質工学科

経営情報学科
履修 1 単位 － 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

レポート評価でＡ以上を
取得できる。
テストで８割以上正答で
きる。

レポート評価でB＋を取
得できる。
テストで７割正答できる。

レポート評価でＢを取得
できる。
テストで６割正答できる。

レポートが提出できない
テストで５割以下しか正
答できない。

到達目標
②

レポート評価でＡ以上を
取得できる。
テストで８割以上正答で
きる。

レポート評価でB＋を取
得できる。
テストで７割正答できる。

レポート評価でＢを取得
できる。
テストで６割正答できる。

レポートが提出できない
テストで正答できない。

到達目標
③

資料およびプレゼンテー
ションの評価でＡ以上を
取得できる。

資料およびプレゼンテー
ションの評価でＢ＋を取
得できる。

資料およびプレゼンテー
ションの評価でＢを取得
できる。

資料およびプレゼンテー
ションの評価がＢ－以下
しか取得できない。

学習・教育到達目標 G① JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 30 30 30 10 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○ ○

汎用的技能
【　　】

○

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 国語Ⅰ

教科書 「精選古典Ｂ」（三省堂）

補助教材等 「カラー版新国語便覧」（第一学習社）

学　習　上　の　留　意　点

○漢文訓読の基礎をしっかりと学習する。
○漢文の読解を中心とした学習を行いながら、漢文をテキストにしてコミュニケーションスキルを磨く授業も行う。
○具体的には、今後さまざまな場面で必要となる図解資料の作成方法や、プレゼンテーションスキルである。
○授業では、ほぼ毎時間プリントを配布する。そのため、プリントを整理するファイルを準備しておくこと。
○国語Ⅰ（３単位）の最終成績は、国語Ⅰ（現代文・古文）と国語Ⅰ（漢文）を２：１として評価する。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

○漢文に対するイメージには、中国の古い文章であり、漢字が並んだ意味のよく分からないものがある。しかし、漢文は、日
本の文化や思想、日本人の精神を形成するのに重要な役割を果たしており、そのことを前提として授業を行う。
○授業の中に話し合い、スピーチ、図解、プレゼンテーションなどの活動をどんどん取り入れる。身体全体で中国古典の世界
を体験してもらう。
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      授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス ○シラバスを用い、授業の概要、学習到達目
標、成績評価方法等を理解する。
○授業の方法、配付資料の整理の仕方を理解す
る。

シラバスを確認する。
配布資料を確認する。

漢文の読解と図解⑦

漢文の読解と図解⑤

漢文の読解と図解⑥

後期中間試験

○漢文訓読の方法に従って、漢詩や漢文を訓読
できる。

○教科書掲載の漢詩・漢文を読解し、鑑賞でき
る。

○取り上げた作品や作者に関する文学史的な事
項について理解できる。

○内容を理解するとともに、現代の我々の問題
として捉えることができる。

○基本的な図解資料を作成することができる。

○図解の技法を用いて漢詩や漢文を要約し、習
得した図解の技法で身の回りの様々な事象を図
解できる。

○授業では、以下の漢詩・漢文を扱う予定であ
る。
　①小説：季札挂剣、漱石枕流、梁上君子
　　　病入膏肓、不顧後患、紀昌貫虱
　②漢詩：鹿柴、宿建徳江、春夜洛城聞笛
　　別董大、涼州詞、送友人、月夜、遊山西村
　③思想：論語、孟子、荀子、老子、荘子

○予習
・次回授業で扱う漢
詩・漢文を読んでお
く。
・書き下し文を自分で
プリントやノート等に
書いておく。

○復習
・書き下し文、口語訳
を確認する。
・授業内容に関連した
レポート課題に取り組
む。
・〆切に間に合うよう
に必ず提出する。
・返却された自分のレ
ポートや、優れたレ
ポートのコピーを見る
ことで、次のレポート
の制作に活かす。

漢文の読解と図解③

漢文の読解と図解④

漢文の読解と図解①

漢文の読解と図解②

総　授　業　時　間　数 30 時間

答案返却・解説
漢文とプレゼンテーション⑤

学年末試験

答案返却・解説
まとめ
授業改善アンケートの実施

試験解説により、訓読漢文の理解をさらに深め
ることができる。

○教科書掲載の漢詩・漢文を読解できる。

○取り上げた作品や作者に関する文学史的な事
項について理解できる。

○内容を理解するとともに、現代の我々の問題
として捉えることができる。

○授業では、「史記」（鴻門之会）を扱う予定
である。

○授業の後半では、プレゼンテーションを行
う。

○そのために、漢文を自分で調べ、調べたこと
を図解資料にまとめることができるようにな
る。

○図解資料を利用した、効果的なプレゼンテー
ションを行うことができるようになる。

○予習
・次回授業で扱う漢
詩・漢文を読んでお
く。
・書き下し文を自分で
プリントやノート等に
書いておく。

○復習
・書き下し文、口語訳
を確認する。
・授業内容に関連した
レポート課題に取り組
む。
・〆切に間に合うよう
に必ず提出する。
・返却された自分のレ
ポートや、優れたレ
ポートのコピーを見る
ことで、次のレポート
の制作に活かす。

答案返却・解説
漢文とプレゼンテーション③

答案返却・解説
漢文とプレゼンテーション④

答案返却・解説
漢文とプレゼンテーション①

答案返却・解説
漢文とプレゼンテーション②
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